
「挑戦する文化」とそれを
「応援する文化」が

あるまち

「多様な人」が
「気軽」に
つながれるまち

「誇り」と「余裕」を
もてるまち

「わかもの」も
「よそもの」も
暮らしたく
なるまち

「自然」と「便利」が
両立するまち

個性が尊重され、
活躍できる新しいことに

すぐ挑戦できる
環境がある

参加型のまちづくり活動が
活発に行われている

いくつになっても
活躍できる

自分の意見や個性が
尊重される

移住や多拠点居住で
富山と関係できる

富山市への移住が
簡単にできる 多拠点居住の人が多い好きなところに住める

富山県内の自治体連携が
促進されている

人口をキープできる

昼も夜もまちが
にぎわっている

地元商店街が
にぎわっている

夜もにぎわっている

家でもライブなどの
エンタメが楽しめる

若者が周りに
多く住んでいる

富山らしい
自然・景観

再エネ活用やリサイクル促進で
クリーンな環境になっている

街並みの景観が個性的・
特徴的になっている

歩きたくなる
都市空間がある

便利で
暮らしやすい

いろいろな
小型モビリティで移動できる

コミュニティバスや移動式
店舗で移動困難者も
買い物に困らない

市内外への
移動がしやすい

通勤が
楽になる

家で医療・
介護サービスを
受けられる

子育て
しやすい環境

安心・安全・
気分がいい

子育て支援が充実して
親の負担が少ない 自然にアクセスしやすい

働きやすい
環境

それぞれのスタイルに
合った働き方

仕事に住居が
縛られない

サウナなどリラックスできる
場所が仕事場近くにある

住んでいて
誇らしい・カッコイイ市民が富山の

魅力を伝えている

富山名物となる
シンボルがある

気軽に人と
つながれる

共通の話題で
簡単につながれる

気軽に集まる
場がある

困りごとを共有し
助け合っている

市外との交流が盛んに
行われている

多様な学びの
場がある

最先端デザインに
触れて学べる

学校以外の
学ぶ場がある

市民が
先生になれる

安心して
子育てが
できる

災害や獣害が
少ない

犯罪が少ない

とやま
未来共創
ビジョン
1.0

問い合わせ　富山市未来戦略室　076-443-2006

富山市は 2020年から「未来共創」の取り組みをスタートしました。「未
来共創」とは、多様な人々がそれぞれの立場や世代を越えて対等な関係
で対話を重ね、未来のビジョンを共有し、そこからバックキャスティング
（未来視点の発想法）で新しい価値を創造することを意味しています。

2020年９月には、その拠点施設として「Sketch Lab（スケッチラボ）」
がオープンし、官民連携チームによって企画・運営されています。
「未来共創」の具体的な取り組みとして、目指すべき未来のビジョン

コロナ禍という状況も踏まえ、今の暮ら
しで困っていること検討し、それぞれが
「大切なもの」「守りたいもの」が何かを
考えました。

「大切なもの」「守りたいもの」について
参加者同士が意見交換し、より共感度
の高いものを取りまとめ、理想の富山
のイメージを共有しました。

理想の富山を踏まえ、自分自身の将来の
理想の暮らしについて実際にスケッチし
ました。そのイメージをとりまとめたもの
が「とやま未来共創ビジョン1.0」です。

未来のビジョンのうち、自分事として関
わりたいものについて検討し、リーダー
を中心としてグループごとに今後の活
動企画を行いました。

とやま未来共創会議には、市内の高校生から50代までの幅広い世代・立場の参加者 35名が
参加し、時には楽しく、時には熱く意見交換を重ねていきました。

やその実現のための活動企画について検討する「とやま未来共創会
議」（全５回）を開催しました。このプログラムは市内の幅広い世代・
立場の参加者が、それぞれの考えるありたい富山の未来像について
共有するとともに、その実現のために解決すべき地域課題を自分事
として考え、行動するための一連のワークショップです。
「とやま未来共創ビジョン 1.0」はその中から生まれてきた市民が
目指したいまちづくりの方向性です。

“未来共創”がスタートしました！ 1

とやま未来共創会議の進め方

暮らしの課題を考える 2 理想の富山を共有する 3 自分の理想の生活を描く 4自分事として活動してみる
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